
「 裏面もご覧ください 」 

 

センターで起きている事故の特徴と注意点 

１ 転倒（７件） 

特 徴・段差や地面の凹凸での躓き ・濡れた床や地面での滑り 

事 例・通勤時、側溝の穴に足をとられて転倒 

・屋内の清掃作業中、雨で濡れた階段で滑り転倒 

注意点・周囲の環境や足もとの確認、危険箇所の把握 

・加齢に伴う身体機能の低下の自覚 

２ 草刈による事故（９件） 

特 徴・安全対策の不履行 ・現場の確認不足 

事 例・小石を飛散させ、近くに駐車していた自動車の右側後方ドアガラスを破損 

   ・小石を飛散させ、建物 2 階の窓ガラスを破損 

注意点・防護ネットやカルマー機を使用する等、安全対策の徹底  

   ・石、埋設物（水道管など）の障害物や危険箇所の確認 

   ・構内施設周辺では、機械の使用を避け手刈りで対応し、状況によっては作業 

を中止 

3 車両関係の事故（8 件） 

特 徴・周囲の確認不足 ・焦りから生じた判断ミス  

   ・就業途上での交通事故 

事 例・対向車のハイビームに目がくらみ、衝突を避けるため道路の左側によせた際、 

路肩に乗り上げ街路樹に衝突 

   ・後退時、ブレーキとアクセルを踏み間違え、後車に追突、玉突きによりその後 

車にも追突 

注意点・焦らず安全確認 ・暗くなる前に早めの点灯 

   ・運転中の携帯電話やスマホの使用禁止 

   ・体調不良時の運転自粛、体調管理の徹底 

   ※夜間の外出は、夜光反射材を使用しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月の安全ニュース 

「基本に忠実であること」「自分の安全は自分で守る」 
上半期の事故発生件数の推移（R7 年度は 9/19 時点）             （件） 

 R5年度 R6年度 R7 年度 前年度比較 

受託 派遣 受託 派遣 受託 派遣 計 受託 派遣 計 

傷 害 14 11 16 10 8 9 17 △8 △1 △9 

賠 償 12 8 15 5 19 4 23 ＋4 △1 ＋3 

計 26 19 31 15 27 13 40 △4 △2 △6 

R6 年度に比べ、全体の事故件数は減少していますが、受託の賠償事故は 4件増加しています。 

毎年、「転倒」「草刈による事故」「車両による事故」が多く発生しています。 

事故の特徴と注意点をよく読み事故防止に努めてください。 

 



（公社）鹿児島市シルバー人材センター 事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9 月事故事例 受託 3 件(傷害 1 件・賠償 2 件)  派遣 1 件(傷害 1 件)  

受託 

9/5 公園清掃中、足もとの散水栓の取手につまずき転倒、右手小指を骨折した。 

9/6 草刈作業中、生い茂った草木の中にある水道管に気付かず、刃が接触し破損させた。 

9/7 草刈作業中、住宅の窓ガラスに小石が飛散し、損傷させた。（チップソー使用） 

派遣 

9/11 原付バイクで通勤中、雨でぬれていた路面で転倒、右足首のくるぶしを骨折した。  

 

お 願 い 

急 募     

センターでは屋外作業（剪定・草刈り・草取り・運搬）、襖・障子張りを行う会員が不足

しています。ご興味のある方は、事務局までご連絡ください。（TEL：252-4661） 

安全対策標語 

令和 8 年度「シルバー人材センター安全対策標語」の募集を行っております。 

安全について考えるきっかけにもなります。同封の【令和 8 年度安全対策標語申込用紙】 

にご記入の上、ご応募ください。 

 

 
令和７年度安全スローガン  気を付けろ 油断の先に 危険あり 

※まだまだ暑い日が続きます、油断せず熱中症予防を忘れずに！ 

安 全 意 識 の 向 上 

事故には必ず「要因」があります。 

たとえば、「ルール・規則の未理解や違反」、「現場の環境（危険箇所）の未確認」、「具体的

な対策の不実施」などの事故発生要因があり、これらを理解、認識していないことから事故

が多発しております。 

要因を正しく理解し、認識するなど、安全に対する心掛け（意識）を持つことで、事故は

防ぐことができますので、一人ひとりの安全意識の向上を心がけましょう。 

 

カルマー機の貸し出しについて（ご案内） 

センターではカルマ―機の貸し出しを行っています。飛び石など周囲に被害を及ぼす

恐れがある箇所で、ぜひ活用してください。 

なお、台数に限りがありますので、事前に予約の連絡をお願いします。 


